
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

  

１．平成24年10月期第１四半期の連結業績（平成23年11月１日～平成24年１月31日） 

（注）包括利益  24年10月期第１四半期 百万円（ ％） 23年10月期第１四半期 百万円（ ％） 
  

   
（２）連結財政状態 

（参考）自己資本  24年10月期第１四半期 百万円  23年10月期 百万円  
  
２．配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
  
３．平成24年10月期の連結業績予想（平成23年11月１日～平成24年10月31日） 
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コ ー ド 番 号 ３２７２  ＵＲＬ http://www.able-partners.co.jp/   

代 表 者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 平田 竜史     

問 合 せ 先 責 任 者 （役職名） 財務部部長   （氏名） 金井 登志雄  （ＴＥＬ）０３（３５９３）５３５０ 

四半期報告書提出予定日 平成24年３月16日   

配当支払開始予定日 －   

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無       

四半期決算説明会開催の有無    ： 無   

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年10月期第１四半期       10,406  △11.8  △340  － △332  －  △216  －

23年10月期第１四半期  11,795  －  669  －  630  －  5,861  －

△211 － 5,848 －

  １株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭

24年10月期第１四半期   △2.91   －

23年10月期第１四半期   72.98   72.95

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円  銭

24年10月期第１四半期  41,949  24,831  58.7  331.35

23年10月期  42,999  25,860  59.7  345.25

24,622 25,655

  

  

年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭

23年10月期  －  11.00 －  11.00 22.00

24年10月期  －  

24年10月期（予想）   11.00 －  11.00   22.00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計）  25,500  2.3 3,500 3.2 3,500 3.8  1,800  △75.6 24.22

通 期  47,700  2.7 5,000 19.7 6,200 16.4  3,200  △58.2 43.06

４．その他 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無  



  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

②  ①以外の会計方針の変更               ： 無 

③ 会計上の見積りの変更         ： 無 

④ 修正再表示              ： 無 

（４）発行済株式数（普通株式） 

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続を実施中です。  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業務見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提条

件その他の関連する事項については、添付資料Ｐ．３「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年10月期１Ｑ 80,000,000株 23年10月期 80,000,000株

②  期末自己株式数 24年10月期１Ｑ 5,691,776株 23年10月期 5,691,876株

③  期中平均株式数（四半期累計） 24年10月期１Ｑ 74,308,179株 23年10月期１Ｑ 80,315,960株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、歴史的な円高や欧州債務危機などの影響により、輸出企業を

中心とする国内景気の先行きに対する不透明感から、依然として厳しい状況の中で推移しました。 

米国国債の格下げ等の影響によって10月末に戦後最高値を更新した円相場は、政府・日銀が為替介入を実施した

ものの効果は限定的にとどまり、ギリシャ問題に端を発した欧州金融危機は世界経済全体を停滞させました。これ

らの要因に加え、タイ洪水の影響による生産在庫の取り崩しなどを受け、景気を牽引するべき輸出が低調に推移し

たことから、2011年７月～９月期に一旦プラス成長となっていた実質GDPは、10月～12月期には△0.6％と再びマイ

ナス成長となり、下落傾向の続いていた完全失業率も再び上昇に転じました。住宅需要においても回復の傾向は見

られず、特に貸家の新設住宅着工件数は、首都圏も含めて前年割れの極めて低い水準にあることから、賃貸住宅市

場は総じて厳しい状況でした。 

一方で、足元の景気は回復の兆しを見せており、ギリシャ２次支援の合意から世界経済が一旦は落ち着きを取り

戻していることなどから、2012年１月～３月の実質GDPはプラス成長になると見込まれております。しかしなが

ら、他方では、原油高が新たな懸念材料として浮上してきており、我が国経済は依然として予断を許さない状況が

続いております。 

このような事業環境の下、当社グループは更なる競争力強化を図るため、仲介事業を中心とする主要子会社の基

幹システムを、繁忙期に向けて刷新いたしました。しかしながら、導入当初に一部不具合が発生したことに伴い、

営業店舗における営業効率が一時的に低下するような事態となり、その安定稼働までに若干の時間を要したことか

ら、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は 百万円（前年同四半期比 ％減）に止まり、営業損失

は 百万円（前年同期は 百万円の営業利益）、経常損失は 百万円（前年同期は 百万円の経常利益）、四

半期純損失は 百万円（前年同期は 百万円の四半期純利益）となりました。なお、前第１四半期連結累計期

間の四半期純利益には、当社設立による企業結合に伴う負ののれん発生益 百万円（特別利益）が含まれてお

ります。 

セグメントの業績（セグメント間内部取引消去前）は次のとおりであります。 

①仲介事業 

11月に実施した直営店舗の基幹システム入れ替えに伴う一部不具合の発生により、一時的に仲介件数が大きく落

ち込んだことから、仲介事業全体では、売上高が 百万円（前年同四半期比 ％減）、営業損失は 百万円

（前年同期は 百万円の営業損失）となりました。 

なお、仲介事業の業績には季節性があり、引越シーズンにあたる第２四半期に集中して利益が発生する事業構造

となっております。また、既に基幹システムは安定稼働しております。 

②仲介関連事業 

仲介件数が大きく落ち込んだことから、それに付随する消毒や新規保険代理等の売上が減少しました。一方、リ

フォームを推進したことにより、リフォーム売上および斡旋手数料収入は増加したものの、仲介関連事業全体で

は、売上高が 百万円（前年同四半期比 ％減）、営業利益が 百万円（前年同四半期比 ％減）となりま

した。  

③メディア事業 

春の引っ越し時期に向けてテレビＣＭや新規アプリケーションのリリースなどを積極的に行いましたが、仲介件

数が大きく落ち込んだことから成果報酬型の広告料収入が減少し、メディア事業全体では、売上高が 百万円

（前年同四半期比 ％減）、営業利益が 百万円（前年同四半期比 ％減）となりました。 

④管理事業 

管理戸数の順調な増加を背景に、集金管理手数料収入が堅調な伸びを示しましたが、管理事業に配賦する共通コ

ストが増加し、管理事業全体では、売上高が 百万円（前年同四半期比 ％増）、営業利益が 百万円（前

年同四半期比 ％減）となりました。 

⑤興行事業 

公演数を大幅に削減したことからチケット収入が減少しましたが、主要公演の集客が伸びたことから、興行事業

全体では、売上高が 百万円(前年同四半期比 ％減)、営業利益が 百万円（前年同四半期比 ％増）とな

りました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

10,406 11.8

340 669 332 630

216 5,861

5,486

2,521 20.0 672

254

2,544 3.1 40 61.5

1,613

21.4 231 52.9

1,896 4.1 109

28.5

884 32.6 136 29.2
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⑥旅行事業 

企画旅行と団体旅行が順調に伸びたことから、旅行事業全体では、売上高が 百万円（前年同四半期比 ％

増）、営業利益が 百万円（前年同四半期比 ％減）となりました。 

⑦その他 

その他のなかに含まれる、パーキング事業ならびにエイブルネットワーク事業（賃貸仲介フランチャイズ事業）

は、それぞれ車庫数の増加、加盟店舗数の増加を背景に、堅調に推移しております。一方、昨年５月のシェアード

サービス事業会社の取得に伴い、当期は営業費用が増加しております。リース事業、コンサルティング事業及び人

材派遣事業等を含めたその他の事業では、売上高が 百万円（前年同四半期比 ％減）、営業利益が 百万円

（前年同四半期比 ％減）となりました。 

 （２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況 

（資産）  

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ 百万円減少し、 百万円

となりました。これは主に、現金及び預金が、前連結会計年度末に比べ 百万円減少し、 百万円になっ

たこと等によるもので、流動資産のその他に含まれている未収法人税等及び無形固定資産のその他に含まれるソフ

トウエアの取得等による増加要因と相殺された結果によるものであります。 

（負債）  

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ 百万円減少し、 百万円とな

りました。これは主に、未払法人税等や賞与引当金等の減少によるもので、預り金や流動負債のその他に含まれる

未払金等の増加要因と相殺された結果によるものであります。 

（純資産）  

当第１四半期会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 百万円減少し、 百万円と

なりました。これは主に、利益剰余金の減少によるもので、配当金の支払いによる減少 百万円及び四半期純損

失の計上 百万円が影響した結果によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

連結業績予想につきましては、平成23年12月15日の決算短信で公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通

期の連結業績予想に変更はありません。   
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。  

  

（４）追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。  

（法定実効税率の変更） 

平成23年12月２日に「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法

律」(平成23年法律第114号)および「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に

関する特別措置法」(平成23年法律第117号)が公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人

税率が変更されることとなりました。 

これに伴い、当第１四半期連結会計期間末の一時差異のうち、平成24年11月１日から平成27年10月31日までに解

消が見込まれる一時差異については、繰延税金資産および繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率を主に

40.7％から38.0％に変更しております。また、平成27年11月１日以後に解消が見込まれる一時差異については、繰

延税金資産および繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率を主に35.6％に変更しております。 

この変更に伴い、従来の法定実効税率を適用した場合に比べ、繰延税金資産が 百万円減少し、その他有価証

券評価差額金が 百万円、法人税等調整額が 百万円、それぞれ増加しております。 

２．サマリー情報（その他）に関する事項

114

3 111
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 該当事項はありません。   

   

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年１月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 23,856 21,163

受取手形及び売掛金 1,504 1,595

有価証券 39 44

商品及び製品 28 18

仕掛品 20 19

貯蔵品 93 137

その他 2,170 2,962

貸倒引当金 △302 △334

流動資産合計 27,410 25,608

固定資産   

有形固定資産 3,110 3,193

無形固定資産   

のれん 44 42

その他 1,031 1,661

無形固定資産合計 1,076 1,703

投資その他の資産   

その他 11,687 11,712

貸倒引当金 △285 △268

投資その他の資産合計 11,401 11,444

固定資産合計 15,588 16,341

資産合計 42,999 41,949

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,048 970

短期借入金 1,302 1,302

未払法人税等 563 －

預り金 9,044 9,814

賞与引当金 961 475

役員賞与引当金 30 7

その他 1,837 2,194

流動負債合計 14,787 14,764

固定負債   

長期借入金 0 －

退職給付引当金 1,576 1,597

その他 773 756

固定負債合計 2,350 2,354

負債合計 17,138 17,118
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年１月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,000 3,000

資本剰余金 10,669 10,669

利益剰余金 14,293 13,259

自己株式 △2,295 △2,295

株主資本合計 25,667 24,633

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △103 △103

為替換算調整勘定 91 92

その他の包括利益累計額合計 △12 △11

新株予約権 52 60

少数株主持分 152 148

純資産合計 25,860 24,831

負債純資産合計 42,999 41,949
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年１月31日) 

売上高 11,795 10,406

売上原価 3,875 3,414

売上総利益 7,919 6,991

販売費及び一般管理費 7,249 7,332

営業利益又は営業損失（△） 669 △340

営業外収益   

受取利息 6 4

デリバティブ評価益 50 17

不動産賃貸料 19 21

その他 33 44

営業外収益合計 109 87

営業外費用   

支払利息 3 1

為替差損 32 45

創立費 93 －

その他 18 32

営業外費用合計 148 79

経常利益又は経常損失（△） 630 △332

特別利益   

受取補償金 － 68

賞与引当金戻入額 78 －

負ののれん発生益 5,506 －

その他 7 －

特別利益合計 5,592 68

特別損失   

固定資産除却損 2 1

役員退職慰労金 30 －

投資有価証券評価損 11 －

事務所移転費用 － 12

特別損失合計 44 14

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

6,179 △278

法人税、住民税及び事業税 273 90

法人税等調整額 39 △156

法人税等合計 313 △66

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

5,865 △212

少数株主利益 4 4

四半期純利益又は四半期純損失（△） 5,861 △216

㈱エイブル＆パートナーズ（3272）平成24年10月期　第１四半期決算短信

－8－



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年１月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

5,865 △212

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △16 △0

為替換算調整勘定 △0 0

その他の包括利益合計 △17 0

四半期包括利益 5,848 △211

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 5,844 △215

少数株主に係る四半期包括利益 4 4
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 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年11月１日 至 平成24年１月31日） 

  該当事項はありません。   

（セグメント情報）  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成22年11月１日 至平成23年１月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、その他の事業を含んで

おります。 

   ２. 報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項） 

                                               （単位：百万円）   

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）  

該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

「メディア事業」の区分において、非連結子会社でありました秦泰广告（上海）有限公司を連結の範囲

に含めたことにより、のれんを計上しております。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第１四半期

連結会計期間において 百万円であります。 

（重要な負ののれん発生益） 

 当社設立に伴う企業結合により、「その他事業」の区分において、負ののれんが 百万円が発生し、

当第１四半期連結会計期間において特別利益（負ののれん発生益）に計上しましたが、各報告セグメントに

は配分しておりません。 

 また、非連結子会社でありました㈱グッドホーププロダクションを連結の範囲に含めたことにより、「興

行事業」の区分において、負ののれんが 百万円が発生し、当第１四半期連結会計期間において特別利益

（負ののれん発生益）に計上しましたが、各報告セグメントには配分しておりません。  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  

報告セグメント

合計 
その他 
（注）１ 

四半期連
結損益計
算書計上
額 
（注）２ 

仲介事業
仲介 
関連 
事業  

メディア
事業 

管理事業 興行事業 旅行事業

売上高                   

外部顧客への

売上高 
 3,147  2,616  1,913  1,821  1,313  459  11,272  523  11,795

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 3  9  139  －  －  7  160  △160  －

計  3,151  2,626  2,052  1,821  1,313  467  11,432  362  11,795

セグメント利益

又はセグメント

損失（△）  

 △254  105  491  153  105  8  610  58  669

 利益  金額 

報告セグメント計    610

「その他」の区分の利益   231

全社費用（注）   △226

セグメント間取引消去   54

四半期連結損益計算書の営業利益   669

68

5,486

19
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成23年11月１日 至平成24年１月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、その他の事業を含んで

おります。 

   ２. 報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項） 

                                               （単位：百万円）   

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）  

該当事項はありません。  

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。  

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。  

  当第１四半期連結累計期間（自 平成23年11月１日 至 平成24年１月31日） 

   該当事項はありません。 

  

  該当事項はありません。 

  

報告セグメント

合計 
その他 
（注）１ 

四半期連
結損益計
算書計上
額 
（注）２ 

仲介事業
仲介 
関連 
事業  

メディア
事業 

管理事業 興行事業 旅行事業

売上高                   

外部顧客への

売上高 
 2,521  2,543  1,517  1,896  870  497  9,847  558  10,406

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 －  0  96  －  13  7  117  △117  －

計  2,521  2,544  1,613  1,896  884  505  9,965  441  10,406

セグメント利益

又はセグメント

損失（△）  

 △672  40  231  109  136  0  △153  △187  △340

 利益  金額 

報告セグメント計  △153

「その他」の区分の利益  140

グループ会社からの配当金の受取  26

全社費用（注）  △407

セグメント間取引消去  54

四半期連結損益計算書の営業損失（△）  △340

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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